









                                      様式３ 
論  文  内  容  の  要  旨  


























KG et al, 2009）を用い，高血圧，高血糖，脂質異常（高中性脂肪，低HDLコレステロール），腹囲の5項目のうち3項
目以上異常値を満たす場合をMetSとした．また，治療中で服薬がある場合は各項目の異常値とした． 
口腔検査：咀嚼能力の指標として，検査用グミゼリー（ユーハ味覚糖）30回咀嚼時の咬断片表面積増加量を咀嚼能




















れた（odds ratio:1.49, 95%C.l.:1.10-2.02）. この結果は，調整変数として歯周病，飲酒・喫煙を加えた場合でも同様であ
った（odds ratio:1.46, 95%C.l.:1.07-1.99）． 
（2）年代別の解析では，50歳代および60歳代ではいずれの低値群でもMetS有病率との関連は認められなかったのに
対し，70歳代では全ての低値群において関連が得られた（第1; odds ratio:1.67, 95%C.l.:1.01-2.77, 第2; odds ratio:1.90, 
95%C.l.:1.12-3.21, 第3; odds ratio:1.74, 95%C.l.:1.03-2.94）． 
（3）咀嚼能率の低下も歯周病もない群を基準にした場合，咀嚼能率の低下がなく，歯周病がある群（CPI≧3）にお
いてのみMetSとの関連が得られた（odds ratio:1.37, 95%C.l.:1.07-1.76）． 
（4）咀嚼能率の低下も重度歯周病もない群を基準にした場合，咀嚼能率の低下と重度歯周病（CPI=4）の重複群に
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論文審査の結果の要旨 
 
本研究では、都市部一般住民における咀嚼能力とメタボリックシンドロームとの関連を明らかにす
るために、吹田市在住の 50-70歳代の人を対象に、ロジスティック回帰モデルによる分析を行った。 
その結果、歯周状態を調整した上でも、咀嚼能力の低下とメタボリックシンドロームとの間に関係
があることが明らかとなった。またその関連は高齢者において顕著であり、重度歯周病と重複した場
合に強まる可能性が示唆された。 
本研究の結果は、メタボリックシンドローム予防の観点から、咀嚼能力の低下に注意を払う必要性
を示唆するものであり、歯の欠損や歯周病を有する高齢者への食事指導および栄養指導に有益な知見
である。よって、本論文は、博士（歯学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
